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水稲の追肥と

緩効性化成について

接関諜皇室井手一浩

1 . 最近の水稲栽培の変化

減反3年目の夏，今年の稲も一様に青あをと生

育しているようにみえるO しかし仔細にみると，

異なった栽培型が種々混っているのに気がつく。

これは近年生産性の向上が叫ばれ，それに伴う

技術の進歩と相まって，この2，3年間で急激に

多様化してきた現象である O

一層の技術の発達と|時代の流れで，やがて最も

すぐれた栽培法へ統ーされていくであろうが…。

現在は栽培型多極化時代とも称すべき様相を呈し

つつ推移しているものと考える O

すなわち，従来からの人力による成商移植のほ

かに，同じく機械による稚苗移植があるO さらに

加えて湛水直措:あり，乾田直播がある O これら直

捕は，さらに数種類の栽培型に分れているという

ような状況である。

これに加えて如何なる栽培型で作ろうとも，米

は美味，良質，多収が要求されるO

2. 水稲栽培法別各種条件の相違

次に水稲栽培法(栽培型〉別にその)f!t作業，栽

培条件，土壌条件の相違を判り易いようにまとめ

てみると第 1表'-""3表のようである。

このように栽培条件，土壌条件の変化があるの

で，各栽培法と相まった施肥法が当然重要になっ

てくる O 収吸養分の根源は，何といっても施肥と

地力(濯減水も含む〉であるからであるO

各栽培型別に生育条件が異なるので，おのずか

ら施肥法もこれに対応したものになる O すなわち

施肥時期，施肥量，施肥割合など，各栽培型の短

所を補い，長所を伸すために当然異なってくるO

しかし暖地水稲生育相の特徴として，倒状や秋

落ちをさせてはし 1けない，登熟は向上させねばな

らないーーとしづ基本的な考え方は変らなし、。

すなわち，暖地水稲に対する養分吸収のさせ方

の基本原則は，同じであるということである。
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3. 暖地水稲養分吸収基本型

それでは，陵地水稲の養分吸収は，どのように

すべきであろうか。

〔第 1図J\こ短秤型~ftl種の普通移植水稲の場合

を示したO これには水管理が重要な働きをする

第 1表水稲栽培法別農作業の相違

主名 (稚普苗移植
j甚 車Z 回 不耕起

普通移植) 直 f番 直 J吾 直 播

音渠 一(0) 一(0) 一(0) 。
育苗 。。 。 。
土 。 。 。
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第 2表水稲栽培法別栽培条件

栽培条件 稚(普苗通移移植船|湛水直播 乾田直播 不直耕播起

降雨の影響 知五 金正 有 有

IliHl百』こよる害査 良 女子 やや良好 不 良 良 女子
芽・苗立ち

穂数確保 比較的容易 比較的容易 容 易 容 易

施対応H巴量への やや大 大 大
の範囲

倒伏の難易 やや易 易 現住 難

炭素同化作用 J金目色 通 少 普 通 普 通

代かき水 要 要 不 要 不 要

全擢瓶 7K量 3日.tft. 通 普 i邑 やや多い やや多い

品向質との・ 収限量界 f品 し、 比較的低い 高 い|高 し、

第 3表 水稲栽培法別土壌条件の変化

土壌条件 稚(普荷通移移植植) 湛直 水播 乾直 播回 不直耕起播

作土構造 破壊(無情造) 破壊(無構造) 発達(頼粒状) 発達(頼粒状)

作土の酸化還元 還 JG 還 7じ 般化的 最も酸化的

根群分布 少 比較的少 多 多

根腐れのおそれ 有 有 金正 鉦

養分 i吸収 比較的少 比較的少 多 多

地力消耗
大 大

(有機物の分解)

土壌亀裂 少 少 多 最多
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し，また収量構成要素との関係も重要であるの

で，同時に図示したO

これは陵地水稲栽培に広くWJ¥、られている「後

期追肥重点施肥法」案出の基本の一部である。

4. 良質多収施肥法
この基本型の重要な点は，第ーには幼穂、形成期

直前の茎葉中のチッソ濃度を1.8 ~ぢ前後の，淡緑

色(うす緑色〉にすることである。この時期に茎

葉中のチッソ濃度が2.1%以上の濃緑色， 1. 6 % 

以下の黄緑色のいずれになってもいけなし 10

第二には，登熟期の栄養を適正に保つことであ

る。従来の施肥法では，成熟期の茎葉1=1:tのチッソ

濃度は殆んど 0.5%前後であったO

しかし登熟期の栄養を適正に保ち， しかも上位

三葉は刈取り適期まで十分活きていることが重要

で，この場合の成熟期のチッソ濃度はほぼ 0.7~

0.9 %程度になる。以上の重要な 2点にはどのよ

うに対処すればよいか。

と 不1. A旦，
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すなわち第ーには， 目標として一穂着粒数〈総

籾数100粒/1穂，精籾数として80粒〉は確保しながら

適正な穂肥量乞十分施用できるような稲作りに

もっていくこと。

第二は登熟歩合を向上，千粒重を増大させるこ

と。このことは適正な穂肥や実肥施用の必要性が

出てくることにつながるO

またね数確保は栽植株数の増大 (22"'25株/m2)

とね肥施j刊に重点をおき，元肥や中間追肥にはこ

の働きをあまりさせな¥¥0 

このように従来の元肥重点の施肥法に比べて，

初期の元肥，中間追肥は抑えて，後期の追肥特に

111肥に重点をおいて施肥する方法を「後期追肥重

点ji制巴?去」と称して¥¥る O

これまでの説明で判るように，この「後期追肥

重点施肥法」は，元肥重点法に比べて ① 枠強

度を強くし倒伏をさせない ② 登熟を向上させ

秋落ちをさせない ① 千粒重を増大し収量性が

第 1図暖地水稲養分吸収基本型
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|酸化還元電位(Eh6)の推移曲線l

/ 
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間|析海水

水旧土壌

グ 、J グ

m，VI新線の発生，恨の再生カ旺盛"---_/j〆 根の再生力弱毒る

o [ 目標茎数増化期一→|←からだの組織充実期+ド一一一一茎葉より籾への養分転流時期

l吸収養分ならひ'に水管理と収量構成要素との関係模式図
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高い ① そのうえ米の品質を向上させ，良品質

を得る施肥法であることも証明されている。

ここで品質向上に関する多要因試験の結果を簡

単に要約してみよう。

平坦部粘土質水田での短梓型品種普通期水稲で

は，次のとおりであるO

生殖生長期の栄養である穂肥，実肥にしぼる

と，① 稲肥施用!時期は出穂前20"""'25日がよい，

① 施用量は10a当りチッソ成分で6kgで、実Jj巴無

施用か，または穂肥4kgに実肥2kg施用が最もよ

しl，① 実肥は穂J前期後に施用するが， 2 kg前後
施用は腹白，心白も少なく，収量，品質とも向上

させるO しかし無施用か，これ以上の施用は，か

えって収量も品質も低下させる O ① また収量が

多い場合が玄米のllfll質もよくなるので，登熟を良

好にするような施肥法は，収量と品質の双方を向

上させるO

5. 緩効性化成の追肥

佐賀県水稲施肥基準l出、ずれの栽培型も，それ

なりに穂肥に重点をおいた「後期追肥重点施肥J

を骨子として作っている O また山間水稲と早期水

稲を除いては，いずれも実肥施用を採用してい

る。

穂肥，実肥¥¥ずれも生育後半の栄養補給であ

る。穂肥施用だけで，登熟期まで十分肥効が持続

してくれれば，省力のためにもよし、。

また実肥施用としづ農作業は，私揃j明後に施用

するものであるが，既に稲は出穂しているし，田

の中に入つての肥料散布は穂や葉を傷め易く，で

きれば省力したがよし 10

登熟期までの栄養を，一度に穂肥に施j有すると

すれば，穂肥と実肥の合計施用量となる。この際

の緩効性化成施用は誠に好適である O この時考え

ねばならぬことは， ~ïl(肥施用量分は速効性肥料

で，施用後直ちに肥効(合計量の約%)がないとい

けなし、。そうして後，約%量が穂揃期以降，緩効

性として登熟期間中肥効を持続すればよし 10

その際，気象条件の変化こよって，その分解

が常に左右されるような緩効性化成ではいけな

と 科 学 昭和47年 7月1日

¥ ¥。このことは元肥への緩効性化成施用よりは，

穂肥として施用する方が問題が少ないからであ

るO

6. 各栽培型への対応

4.の項で述べたような暖地水稲へのと良質多収

施肥11の考え方は，他の栽培型も同様であるO そ

していずれの栽培型ふ普通移植に比べて穂数の

確保が容易な栽培であるO 特に直まき栽培では，

適正に搭極量を増加すればよし、。

施肥の絶対量は栽培型によって異なるが，ます

ます「後期追肥重点施肥法J の効果が発揮されて

くることになるO

この基本原則さえ掴んでおけば，緩効性化成を

使用しての省力，良質，多収は極めて効果があ

り，また実行が容易である O

〔第2図〕は最も進んだ栽培型である「地中刻[:

起，地上不机:起作溝条播方式J による乾田直まき

栽培への緩効性化成肥効試験成績の一部であるO

なおi吃田直搭方式は，極めて省力された栽培法

である O したがって施肥の方も緩効性チッソ入り

化成を使用し，元肥，潜水J:(H，穂肥を中心として

2""'" 31豆|程度の施肥が好まし¥'0 

昭和45年度佐賀県農業試験場内で行った試験結

果を示すと次のとおりであるO

第 2図 乾田直播水稲に対する栽培様式ならびに

緩効性化成の効果
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3等下検査等級

2区 3等下検査等級

3区

1区……緋起条J吊区 O::iiVi区)普通高度化1&地JIJ
2区……不tJt起作鴻条帰[8:.千干j邸可!主化成地川
3区・・・不緋起WhY;条情医，緩効性化成地川
供試a1'，磁ーレイホウ. ;j;Ji布1('ifiW f1'i梓条術25cmlrJJ!:{-，4

J)耕j月l起条J掛酢削30恥c町叩川J
』耕J井ト起条嬬l区豆は千ツソ全i泣'辻tI凶6正匂ク' リンサン全jit9.6̂'仇 カリ 14.4̂'ゲ
不，tI十起作i韓条帰l玄はチッソ全量18"7. リンサン<i't:liU3AV. カリ 15.3.ヲ
チッソ泊j)[j;切イ半=耕起ir主婦，普通日l主化成・・ '1-4-1-3-1 

(元一泌-'1'松ヨミ)
不耕起作溝，同 l二 ・・…I，;J _I二

不M走塁{十議，緩効伺化成 ・…・1-5-0-4-0
緩効性化成=CDU化成 13← 13-13-6% 

CDU入リ追111巴用化成18-5 -15%を使IIJ

不耕l包i乍rl止条橋栽培で、の緩効性化成使用 省力施)j巴で品質収量とも
標準栽培区以上の成績をあげ得る。


